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1. はじめに 

 現在日本は総人口の 28.4%を高齢者が占める超

高齢社会であるが、高齢者を支える介護人材の

確保は十分でないため、今後母国語が日本語で

はない介護人材の増加が見込まれる。 

 日常的な介護サービスについて記録した文書

を介護記録と呼ぶ。介護施設・事業所では、1 人

の利用者に対して、複数・多職種の職員がかか

わる。そのため、介護の統一性・連続性を確保

するためには、介護記録による情報共有が不可

欠である。 

介護施設・介護サービス事業所の多くは、介

護記録を読解できない人材を雇用したくないと

考えている。神戸市の調査によれば、介護保険

施設・介護サービス事業所 157 のうち 52%が、

「外国人介護人材の受け入れを考えていない」

理由について「日本語文章力・読解力の不足等

により、介護記録の作成に支障があると思うか

ら」だと回答している。 [1] 

 しかし、多くの外国人介護人材にとって介護

記録の読解は難しい。そのため、口頭伝達や、

Google 翻訳をはじめとした多言語自動翻訳アプ

リを利用した情報共有、書き手による手作業で

の「やさしい日本語化」が行われている。やさ

しい日本語とは、日本語学習者が初期の段階で

学ぶ約 2000 の語彙と短文を主とした単純な構造

からなる、日本語に不慣れな外国人にも伝わり

やすい日本語である。 [2] 

しかし、口頭伝達を用いた場合には、書き

手と読み手をつなぐ口頭伝達者が、独自の判断

で情報を選別してしまうという問題点がある。  

多言語自動翻訳アプリを用いた外国人介護職

の母国語への翻訳にも、誤訳を発見・修正でき

ないという問題がある。 

 

翻訳結果が書き手の意図からそれていないか

を検証・修正するためには、書き手自身が翻訳

結果の文章を読解できなくてはいけない。しか

し、介護職員の多くは日本語の単言語話者であ

るため、翻訳結果の文章を読解することができ

ず、誤訳の発見修正はできない。 

手作業でやさしい日本語化を行った場合には、

記録業務に要する時間が増大する、記録の書き

手間で表現を統一することが難しいといった問

題が想定される。 

そこで、本研究では「やさしい日本語」への

自動変換を用いた介護記録の共有システムの開

発を構想している。 

 このシステムは以下のように利用される。①

日本人スタッフが書いた介護記録を「やさしい

日本語」に自動変換する。②書き手による変換

結果の確認と修正を経た文章をデータベースへ

と保存する。③読み手である外国人介護職員に

提供する。 

本稿では、提案システムを実現するための前

提となる、①「やさしい日本語」への自動変換

の方法について検討する。 

2. 先行システム 

 「やさしい日本語」への自動翻訳を行う先行

システムには、「チュウ太のやさしくなーれ」 

[3]「伝える WEB」 [4]がある。 

 こうした先行システムをそのまま使用して、

介護記録を「やさしい日本語」化することはで

きない。磯野らによれば、介護記録には以下の

ような用語が含まれている。（1）一般的にはマ

イナーな意味合いがメジャー化する「意味順序

交代的日常語」、（2）日常用語が介護分野にお

いては異なる意味合いで使用される「専門的意

味の日常語」、（3）専門用語ではないが非日常

的な言い方である「非日常用語」、（4）語形が

専門的だが意味は専門的でない「準専門用語」、

（5）語形も意味も専門的な「専門用語」である。 

[5]先行システムの換言辞書は、不特定多数の外

国人に対する災害情報・緊急ニュース・交通情
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報・暮らしの情報の発信を目的に整備されてい

るため、上記（1）～(3)の用語を、正しく言い

かえることができない。介護分野に特化した換

言辞書が必要である。 

3. 提案手法 

 入力文を形態素に分解し、「介護用語の換言

辞書」と「介護用語の換言ルール」によって語

句を書き換えた。さらに「やさしい日本語換言

辞書」を用いて「やさしい日本語」化した。 

4. 実装 

（1）形態素解析 

 MeCab [6]を用いる。MeCab のシステム辞書は

mecab-ipadic-neologd と mecab-ipadic-2.7.0 を

使用した。また、web 上の介護用語集[8]から介

護用語を収集し 1195 語をオリジナルシステム辞

書として登録した。 

（2）介護用語の換言辞書 

 遠藤の作成した介護用語の言いかえ案[7]をも

とに、手作業で 304語の換言辞書を作成した。 

（3）介護用語の換言ルール 

 介護用語の換言辞書に一致する語句があった

場合に書き換えをおこなう。語句がサ変名詞で

あった場合、後接する語句が「する」の活用形

であればサ変動詞として置き換えを行う。 

（例）臥床を中止  →横になることを中止 

臥床すれば、 →横になれば、 

サ変名詞に後続する語句が「。」であった場

合には、サ変動詞の終止形に書き換える。 

（例）12 時に臥床。 →12時に横になる。 

（4）やさしい日本語換言辞書 

 やさしい日本語対訳コーパス [9]から、一つ

の語句だけが異なる対訳だけを抽出し、その語

句を「換言語候補」とする。換言語候補のうち、

以下の条件をすべて満たす 1807 語を「やさしい

日本語換言辞書」に登録する。条件は（1）品詞

が一致する、（2）助詞ではない、（3）同じ語

句に対して複数の「換言語候補」が存在しない、

の 3点である。 

（例）リラックスした表情→安心した表情 

5. 評価と考察 

 本システムを利用し、以下の文章をやさしい

日本語に変換した。 

（原文） 

「 夜中 1時、大きな声が聞こえ訪室する。」 

（やさしい日本語） 

「夜 1時、大きな声が聞こえ部屋に行く。」 

 辞書に適切な用語が登録されている場合には、

文意を損なわずに日本語検定 3 級以下の語彙の

みで構成された文章を出力できた。 

（原文） 

「仰臥位へ体交した」 

（やさしい日本語） 

「上を向いて寝る姿勢へ寝返り介助した」 

 「介護用語の換言辞書」によって「体位交

換」が「寝返り介助」に変換されたが、「寝返

り」「介助」は日本語検定の級外の語彙であり

「やさしい日本語」とは言えない。しかし、

「やさしい日本語換言辞書」には対応する語が

登録されていないため、変換されなかった。 

6. おわりに 

 本手法により、文脈判断の必要がない（3）非

日常用語と（4）準専門用語の「やさしい日本

語」への自動変換が可能となった。しかし、

「やさしい日本語換言辞書」に登録されていな

い語彙については、変換ができない。そこで、

「やさしい日本語換言辞書」を拡充する必要が

ある。また、介護記録をやさしい日本語化する

ためには、文脈判断を必要とする（1）意味順序

交代的日常語（2）専門的意味の日常語の換言が

不可欠である。今後は、（1）・（2）について

も検討を行いたい。 
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